
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベースにケースカバーを嵌合して形成した内部空間内に転動接点を転動自在に収納した傾
斜センサにおいて、
箱形ベースに箱形ケースカバーを嵌合して形成した内部空間内で、前記ベースの対向する
内向面隅部にそれぞれ設けた一対の奥側固定接点と、前記ケースカバーの対向する内向面
隅部にそれぞれ設けた一対の手前側固定接点とが所定間隔で向き合う一方、前記転動接点
が、向き合う固定接点間に遊嵌可能であり、かつ、最外周面が転動面である大円板状転動
部と、この転動部の表裏面にそれぞれ設けられ、かつ、向き合う一対の固定接点に接離可
能な小円板状接触部とを有することを特徴とする傾斜センサ。
【請求項２】
内部空間内のうち、対向する固定接点間に転動接点を安定に保持する安定保持部を形成し
たことを特徴とする請求項１に記載の傾斜センサ。
【請求項３】
小円板状接触部の外周面がテーパ面であることを特徴とする請求項１また２に記載の傾斜
センサ。
【請求項４】
対向する一対の固定接点が左右対称に形成されていることを特徴とする請求項１ないし３
のいずれか１項に記載の傾斜センサ。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は傾斜センサ、特に、カメラ，携帯電話等のように縦方向あるいは横方向のいずれ
の方向にも使用可能な商品に搭載される傾斜センサに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、傾斜センサとしては、例えば、特開平１１－１９５３５９号公報に開示の傾斜セン
サがある。
すなわち、内部に空洞部を有する筐体と、前記筐体に所定角度をもって隣り合って配置さ
れた少なくとも３個以上の固定接点と、前記筐体の空洞部に移動可能に収納されて、前記
筐体が水平状態のときは前記隣り合う固定接点間に位置するようになっている外形が球状
の可動接点とを備え、前記筐体の傾きによって、前記可動接点が前記隣り合う固定接点間
から離れて前記筐体の前記空洞部内を移動可能となし、前記筐体の傾き時に前記可動接点
が前記隣り合う固定接点から他の隣り合う２個の固定接点に移動して接触することを特徴
とする傾斜センサである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述の従来例では、装置の小型化に伴って外形寸法が制限されると、内部
空洞が相対的に小さくなり、収納できる球状可動接点が小さくなる。このため、筐体が傾
斜しても前記可動接点が転動せず、動作不能となるおそれがある。さらに、前記可動接点
が転動して固定接点に接触しても、接点圧が低く、接触信頼性が低い。
また、樹脂製筐体に転動接点の表面が接触して汚れやすく、前記表面が接触面でもあるの
で、接触不良を生じるという問題点がある。
【０００４】
本発明は、前記問題点に鑑み、ハウジングが同一外形寸法であっても、可動接点である転
動接点を大きくでき、動作特性および接触信頼性の高い傾斜センサを提供することを目的
とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明にかかる傾斜センサは、前記目的を達成するため、ベースにケースカバーを嵌合し
て形成した内部空間内に転動接点を転動自在に収納した傾斜センサにおいて、箱形ベース
に箱形ケースカバーを嵌合して形成した内部空間内で、前記ベースの対向する内向面隅部
にそれぞれ設けた一対の奥側固定接点と、前記ケースカバーの対向する内向面隅部にそれ
ぞれ設けた一対の手前側固定接点とが所定間隔で向き合う一方、前記転動接点が、向き合
う固定接点間に遊嵌可能であり、かつ、最外周面が転動面である大円板状転動部と、この
転動部の表裏面にそれぞれ設けられ、かつ、向き合う一対の固定接点に接離可能な小円板
状接触部とを有する構成としてある。
【０００６】
したがって、本発明によれば、転動部と接触部とが明確に区別されて異なっている。この
ため、転動接点が転動しても接触部が汚れることがなく、接触信頼性が向上する。
また、ベースおよびケースカバーに嵌合して形成した内部空間内で、向き合う一対の固定
接点に略円板状転動接点の接触部がそれぞれ接触することになる。このため、従来例のよ
うに転動接点を球体とする必要がなく、転動接点を薄くできるので、筐体全体を薄くでき
る。この結果、外形寸法の高さ寸法が制限されても、転動接点の直径を大きくでき、転動
接点が重くなる。よって、筐体が傾斜すれば、前記転動接点が確実に転動し、動作特性が
向上する。さらに、前記転動接点が動作して固定接点に接触すれば、大きな接点圧が得ら
れるので、その接触信頼性は高い。
【０００７】
他の実施形態としては、内部空間内のうち、対向する固定接点間に転動接点を安定に保持
する安定保持部を形成してもよい。
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本実施形態によれば、所定の安定保持部で転動接点が安定しているので、誤動作の心配が
なく、接触信頼性がより一層向上した傾斜センサが得られる。特に、安定保持部の形状を
適宜選択することにより、検出できる傾斜角度を調整でき、便利である。
【０００８】
さらに、別の実施形態としては、小円板状接触部の外周面がテーパ面であってもよい。
本実施形態によれば、部品精度にバラツキが生じても、向き合う一対の固定接点に転動接
点の接触部のテーパ面が確実に接触するので、接触信頼性が更に向上する。
【０００９】
そして、対向する一対の固定接点が左右対称に形成されていてもよい。この実施形態によ
れば、上下を逆に取り付けても左右の傾斜を検出でき、誤装着を防止でき、便利手である
という効果がある。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明にかかる傾斜センサの実施形態を、図１ないし図３の添付図面に従って説明する。
本実施形態にかかる傾斜センサは、ケースベース１０にケースカバー２０を嵌合して形成
した内部空間内に、転動接点３０を転動自在に収納したものである。なお、本実施形態に
かかる傾斜センサの外形寸法は、厚さ４．１ｍｍ、縦８．７ｍｍ、横５．７ｍｍである。
【００１１】
前記ベース１０は、図１に示すように、平面略方形の箱形状であり、対向する内向面の隅
部に固定接点１１，１２が形成され、表面実装用の固定接点端子１１ａ，１２ａが側方に
突出している。さらに、残る対向する内向面の隅部に一対のせり出し部１３，１４を設け
ることにより、その間に安定保持部１５が形成されている。なお、図１において手前側の
せり出し部１３，１４は図示しない。また、ベース１０の開口縁部には嵌合用環状リブ１
６が突設されているとともに、その開口縁部上面の隅部には位置決め用突部１７がそれぞ
れ突設けられている。
【００１２】
前記ケースカバー２０は、前記ベース１０に嵌合可能な箱形状を有している。さらに、前
記カバー２０は、図３に示すように、対向する内向面の隅部に固定接点２１，２２が形成
され、表面実装用の固定接点端子２１ａ，２２ａが側方に突出し、折り曲げられている。
さらに、残る対向する内向面の隅部に一対のせり出し部２３，２４を設けることにより、
その間に安定保持部２５が形成されている。前記ケースカバー２０の開口縁部には、前記
環状リブ１６に嵌合可能な環状段部２６を形成してある。さらに、前記カバー２０の開口
縁部下面の隅部には、前記カバーの突部位置決め用突部１７に嵌合する切り欠き段部２７
がそれぞれ突設けられている。
【００１３】
転動接点３０は、円板形状の転動部３１の表裏面に円錐台の接触部３２，３３をそれぞれ
一体成形した形状を有する。なお、転動接点３０は、それ全体が金属製品である必要はな
く、樹脂製転動部の表裏面から金属製の接触部が突出するようにアウトサート成形で形成
してもよい。
【００１４】
したがって、前記ベース１０に転動接点３０を収納した後、前記ベース１０の位置決め用
突部１７にケースカバー２０の切り欠き段部２７を嵌合するとともに、ベース１０の環状
リブ１６にカバー２０の環状段部２６を嵌合する。このため、これらの内部空間内に転動
接点３０が転動可能に収納され、プリント基板（図示せず）に表面実装可能な傾斜センサ
が得られる。
【００１５】
本実施形態にかかる傾斜センサによれば、図２に示すように、取付台（図示せず）が垂直
状態にあれば、転動接点３０が安定保持部１５，２５に落ち込んで安定しており、固定接
点１１，２１および固定接点１２，２２に接触しない。
そして、取付台が左右に傾くと、転動接点３０が安定保持部１５，２５から左右に転げ出

10

20

30

40

50

(3) JP 3772660 B2 2006.5.10



し、固定接点１１，２１または固定接点１２，２２に接触して導通し、取付台の傾斜を検
出する。
また、取付台が前後に傾くと、転動接点３０が安定保持部１５，２５を前後に滑り、固定
接点２１，２２または固定接点１１，１２に接触して導通し、取付台の前後の傾斜を検出
する。
したがって、本実施形態によれば、左右および前後の４方向の傾斜を検出できる。
なお、転動接点２０の動作開始角度は前記安定保持部１５，２５を構成するせり出し部１
３，１４，２３，２４の傾斜角度等を適宜変更して調整できる。
【００１６】
本実施形態では、転動接点３０の接触部３１，３２の外周面がテーパ面、すなわち、略円
錐台形状である。このため、部品精度，組立精度にバラツキがあっても、転動接点３０の
若干の傾きによって固定接点に接触する。このため、高い部品精度等を必要とせず、組立
が容易になるという利点がある。
【００１７】
本実施形態によれば、上下を逆転させて取り付けても左右の傾きを同様に検出できるので
、実質的に誤装着を防止でき、使い勝手が良いという利点がある。
【００１８】
【発明の効果】
本発明によれば、転動部と接触部とが明確に区別されて異なっているので、転動接点が転
動しても接触部が汚れることがない。このため、接触不良が生じず、接触信頼性が向上す
るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明にかかる傾斜センサの実施形態を示す分解斜視図である。
【図２】　図１に示した傾斜センサの動作を説明するためのものであり、図（Ａ）は正面
図、図（Ｂ）は右側面図である。
【図３】　図１に示した傾斜センサの横断面図である。
【符号の説明】
１０…ベース、１１，１２…奥側固定接点、１３，１４…せり出し部、１５…安定保持部
、１６…環状リブ、１７…位置決め用突部、２０…ケースカバー、２１，２２…手前側固
定接点、２３，２４…せり出し部、２５…安定保持部、２６…環状段部、３０…転動接点
、３１…転動部、３２，３３…接触部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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